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１．研究計画の概要 

（１）近代以前の日本列島の地理についての
全文データを整備しメタデータを付与する。
一例として、『古事類苑・地部』のメタデー
タつき全文情報を完成し、地図情報と結合し
て閲覧可能にする。 

（２）近代の日本全国の地図を地理情報シス
テムで取り扱えるようにデータ化し、行政区
境界や主要なランドマークの位置情報を抽
出する。 

（３）京都の近代化過程の変遷などを題材に
して、時空間データマイニングによる知識発
見を試行的に行う。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）については、『古事類苑』「地部」全４，
２００ページの全文テキスト情報をＸＭＬ
メタデータ付きで入力・校正した。そして、
ページ画像のデータベースへのリンクをと
り、検索システムとともに「古事類苑全文デ
ータベースの名称でネット公開した。また、
「地部」に登場する人工物・自然地名に対し
て経緯度情報を与えてシェイプ・ファイル化
した。ＧＩＳ上に表示した当該シェイプから、
『古事類苑』の全文データベースへリンクす
る機能も実現している。さらに、『古事類苑』
と『大日本地名辞書』の地名を文字列マッチ
ングで比較対照することにより、『古事類苑』
の本文から地名を自動抽出する可能性につ
いて検討を行った。 

（２）については、近代日本の全国レベルの
地図として明治から大正期に作成された２
０万分の１輯製図と帝国図の全国の地図画

像をスキャニングし、各図葉の経緯度情報を
与えてＧＩＳ上に展開できるようにした。ま
た両者を精度面から比較検討し、帝国図の海
岸線・行政界をシェイプ・ファイル化した。
さらに、京都地域の２万分の１迅速図と正式
図の高精度接合作業を行った。そして正式図
（１０葉分）にある、道路、鉄道、駅、行政
界、水厓線、土地利用、地名のすべての情報
をシェイプ・ファイル化した。 

（３）については、京都盆地北部に現存する
１６４の日本庭園のリストを作成し、ＧＩＳ
を用いて地図化した。庭園築造数を歴史的に
みると、江戸時代と近代の大正時代にそのピ
ークが認められた。庭園の立地を検討した結
果、京都盆地に分布する庭園が自然の水文条
件と近代的な土木事業の影響を強く受けて
いることを示していることがわかった。また、
『古事類苑』の編纂事歴の精査に加えて、「地
部」に採録された事項の情報量をＧＩＳ分析
し、情報の量と質に地域的な偏りがあること
をあきらかにした。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 『古事類苑』「地部」の全文データベース
を公開し、「地部」見出し項目への経緯度情
報データ、輯製図と帝国図の画像データ、帝
国図のシェイプ・ファイル、京都地域の迅速
図・正式図の画像データ、正式図のシェイ
プ・ファイル化を終え、近代日本の歴史的時
空間データマイニングの基盤となる情報資
源を着実に整備している。 

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19200019 

研究課題名（和文） 近代日本の歴史的時空間データマイニングのための基盤整備 

                     

研究課題名（英文） Infrastructure Development for Historical Time-spatial Data  

Mining to Modern Japan 

研究代表者 

山田 奨治（YAMADA SHOJI） 

 

 研究者番号：20248751 

 

 



 

 

 

４．今後の研究の推進方策 
 本研究は平成２２年度が最終年度にあた
るので、これまでに作成したデータの公開へ
向けての検証・修正作業に労力を振り向ける。
また、近代日本の歴史的時空間情報にかんす
るシンポジウムを開催する予定である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 

〔雑誌論文〕（計７件） 

① Takayuki Ogata, Wei Li, and Shoji 
Yamada, Mapping and Geographic 
Analyses on Japanese Gardens in the 
Kyoto Basin, Japan Review, 掲載予定, 
査読有 

② 山田奨治、相田満、古事類苑全文データ
ベースの構築について、人間文化研究資
源共有化研究会報告集、１、１５１－１
５９、２０１０、査読無 

③ 山田奨治、中西和子、尾方隆幸、古事類
苑・地部ＧＩＳデータの作成、情報処理
学会研究報告、２００９（８３）、１－８、
２００９、査読無 

④ 李偉、尾方隆幸、山田奨治、京都盆地の
庭園分布のＧＩＳ分析－庭園の属性と地
形・水文条件、情報処理学会研究報告、
２００９（４）、１－８、２００９、査読
無 

⑤ 山田奨治、尾方隆幸、古事類苑・地部デ
ータへの経緯度情報付与と地図化、情報
処理学会研究報告、２００８（４７）、８
５－９２、２００８、査読無 

⑥ 桶谷猪久夫、人文分野における日本地名
辞書の構築と地名属性の特徴分析、２０
０７（１５）、７９－８６、２００７、査
読有 

⑦ 原正一郎、柴山守、地域情報学の構築と
時空間情報解析ツール、人文科学とコン
ピュータシンポジウム論文集、２００７
（１５）、７１－７８、２００７、査読有 

 
〔学会発表〕（計１件） 

① 山田奨治、中西和子、『古事類苑・地部』
の採録文献にみる特性、２００９年人文
地理学会大会、２００９．１１．８ 

 
〔図書〕（計１件） 
① 山田奨治、柴山守、ＣＤ－ＲＯＭ版くず

し字用例解読辞典、東京堂出版、２００
７ 

 
〔その他〕 

古事類苑全文データベースのホームページ 

http://ys.nichibun.ac.jp/kojiruien/ 

 


